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私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく。

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション

外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子ども達が日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み

外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています
: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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多文化共生センター東京事務局および

たぶんかフリースクール本校移転のお知らせ！
多文化共生センター東京は、現在使用している三河島の旧真土小学校の老朽化にともない、

４月から同じ荒川区の旧小台橋小学校へ移転することになりました。

これまでどおりの活動を続けていきますので、今後ともよろしくお願いします。

多文化共生中心东京，随着现在使用的三河岛的旧真土小学校校舍的老化，今年４月将迁移到同

样位于荒川区内的旧小台桥小学的校舍，搬迁以后，我们的团体会继续以往一样的活动，今后也

请多多关照。

In April, Multicultural Center Tokyo will move to Odaibashi Primary School, a new school 

keeping in Arakawa due to the aging building of Matsuchi Primary School in Mikawashima. 

We will be operating in the exact same way at the new place. We hope to count on your 

support from our new home.

多文化共生中心東京事務局以及　多文化自由学校本校搬迁通知！

Relocation notice

荒川区西尾久 6-9-7　旧小台橋小学校３階
3F, 6-9-7, Nishiogu, Arakawaku

都営バス“東43”系統「荒川土手行」。 「西尾久３丁目」下車徒歩３分
都電荒川線「小台」駅から徒歩７分　ＪＲ宇都宮線・高崎線「尾久」駅から徒歩１５分
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多文化共生センター東京事務局
Multicultural Center Tokyo

（旧小台橋小学校）

詳細マップ

新ＴＥＬ＆ＦＡＸ：03-6807-7937
移転にともない、電話番号と FAX 番号も変わります！

新住所広域マップ

たぶんか　　きょうせい　　　　　　　　とうきょう　　　　　げんざい　しよう　　　　　　　　　　 みかわしま　　　　きゅうまつち　しょうがっこう　　ろうきゅうか　　

 た 　 ぶ 　 ん 　 か 　 　 き  ょ  う  せ  い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と  う  き  ょ  う     じ  む  き  ょ  く 　

ほ  ん  こ  う    い  て  ん     　                し

がつ　　　   　おな　　   あらかわく　　   きゅう おだいばししょうがっこう　　　  いてん

かつどう　  　つづ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　こんご　　　　　  　　　　　　　　　　　ねが



２

4 月 JR 常磐線「三河島」駅近くの

「旧真土小学校」3 階へ移転

  4 月 都電荒川線「小台」駅近くの「旧小台橋小学校」3 階へ移転

　 3 月 たぶんかフリースクールから 35 名が高校進学
   4 月 「親子日本語クラス」スタート

　 3 月 たぶんかフリースクールから 48 名が高校進学

4 月 文部科学省・国際移住機関 (IOM) 受託事業

         「定住外国人の子どもの就学支援事業（虹の架け橋教室）」スタート

　　3 月 たぶんかフリースクールから 40 名が高校進学

　 6 月 国税庁より認定 NPO 法人認定を受ける
  　8 月 新宿区の大久保にたぶんかフリースクール新宿校開校

3 月 たぶんかフリースクールから 45 名が高校進学

 3 月 たぶんかフリースクールから 49 名が高校進学予定

ありがとう旧真土小学校

2008

2009

2010

2011

2012

2013

　 3 月 たぶんかフリースクールから 33 名が高校進学

2007

みらいへ
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　僕が日本にきたのは 2008 年の夏休みです。日本語が全然分からなかったから、多文化共生センター

で日本語を勉強しました。夏休みが終わった後、中学校に入りました。中学校に入った後、苦手な教科

がいっぱいあったので、毎週土曜日に多文化に行って、ボランティアの先生達に教えてもらいました。

時間経つのが本当にはやいです、気づいたら高校受験が来ました。僕は推薦を受けたいから、ボランティ

アの先生たちに面接の練習をやってもらいました、推薦入試本番のとき、失敗したところもありました

が無事に合格しました。合格って分かった時、本当に嬉しかったです、そして心の中から先生たちに感

謝しています。

　しかし、2013 年の 4 月に多文化共生センターがほかの場所に引っ越すことになりました。今思うと

いろんな楽しいことがありました、いろんな先生に教えてもらいました。引っ越したらほんとうに寂し

くなります。でも引っ越したらきっともっとたくさんの生徒が増える、もっとよくなるだろうと思います。

　生まれ育った中国を離れ、友達もいない、言葉もわからない日本での生活は、不安と焦燥でいっぱい

でした。そんな中で、多文化共生センターの先生方は、やさしく接して下さって、勉強や日本文化につ

いて、色々なことを教えて下さいました。またセンターでは、様々な国の人たちと出逢い、交流するこ

とができたのは、私にとって、大きな財産になりました。物の見方や考え方が広がったのは、交流のお

かげだと思います。私から後輩たちに贈りたい言葉があります。先生たちに対して、もっと積極的に関わっ

て欲しい、ということです。先生たちはやさしく応えてくれるので、きっと自分のためになります。そ

してもっと頑張ってセンターの活動をやっていって欲しいと思います。そうすれば、学校では得られな

いような、貴重な体験ができるのです。

　最後に、先生方、並びに多文化共生センターの仲間に、心からの感謝を捧げます。

　三河島の思い出

卒業生：于佩文くん

卒業生：張学清くん
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　私が就職活動に本腰を入れ始めたのは大学 3 年生

の 11 月です。夏季休暇中に何社かインターンに参加

しましたが、11 月までは＂理想の社会人像”を具体

的に描けず、就活に真剣に向き合うことが出来ません

でした。

　そんな中、最終消費者向けのメーカーに行きたいと

いう大まかな希望があり、興味のあった企業に OB 訪

問をする機会を頂けました。若手でありながらもマー

ケティング部の第一線で活躍する社員の方と直に接す

ることで、大きな刺激を得るとともに「働くとは何か」

をイメージ出来るようになりました。また、「色々な

会社の中に入って社員と触れ合えるのは新卒就活中の

今だけ。とても贅沢なことだから、いっぱい足を使っ

て多くの会社を見たほうが勉強にも将来のためにもな

る。」と言われ、11 月〜1 月はメーカーを中心に様々

な企業の説明会に足を運び、その中で興味を持った企

業には OB 訪問を繰り返すことにしました。徐々に、

「人をワクワクさせられる商品を作りたい」「世界に通

じる日本ブランドを築きたい」という想いが湧き始め、

その 2 つを企業選びの軸に置きました。

　そうして、一度興味を持つととことん調べつくす性

格のおかげもあり、4 月に志望企業から内々定を取れ

ました。内々定を取れるまで、私は 10 社しか面接を

受けていませんでした。面接に不慣れな中でも内々定

を取れたのは、「この会社でどんな仕事をしたいか」

つまり志望動機を明確にしていたことが大きなポイン

トだったと思います。どの企業の選考でも共通して聞

かれることは志望動機と自己 PR（例：学生時代に頑

張ったこと）の 2 つです。自己 PR の内容はしっかり

したものがあれば、企業が変わっても大枠を変える必

要はありません。けれども、志望動機は同じ業界にお

いても企業ごとの特色を交えたものが必要になってき

ます。私の場合、ちゃっかりした性格なので自己 PR

も含んだ志望動機を考えました。一石二鳥です。例え

ば、≪両親が営むレストランでお客様の笑顔を見るの

が好きだった→誰かの心を満たすモノを作りたい≫、

≪小学生から英語を学んでいた→語学力を武器に○○

といった中国事業に取り組みたい≫。なぜその仕事を

したいのかを、自分の価値観や過去の活動を織り交ぜ

て伝えるとより深いものになると思います。相手に

120％の想いを伝えるには、自分の過去・現在・未来

と向き合いながら、しっかり準備することが重要だと

思いました。

　私は、説明会終了後に最後まで粘って社員の方に質

問し続けたり、1 社の何名もの方に OB 訪問をしまし

た。社員の方・先輩・同期といった多くの人と触れ合

うことで、自分の殻に閉じこもることなく、＂理想の

社会人像”を見つけることができました。振り返ると、

とても肉食系の就活でしたね。でも、この時期くらい

少しワガママになってもいいと思います。就活は縁と

言われれば確かにそうかもしれません。でもそれは、

主体的に行動を起こし続けた人だけが掴めるもので

す。後輩には、自分を信じてがむしゃらになって、夢

を勝ち取ってください！と言いたいです。

楊凡
2003 年に来日し、中学１年生で日本の中学校に編入しました。

今年の３月に大学を卒業して、４月から社会人として働く予定です。
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　本書は、著者の両親が日本に移住する過程及び著者自身の生い立ちから始まり、

政治外交による環境の変化の中、無国籍を選択し現在に至るまでが記された自叙伝

的な内容となっている。

　今日でも、たとえばスポーツの国際大会は国・地域別に競技が行われるため、誰

もが国籍を有すると考えがちで、しかも「無国籍」という語は一般になじみが薄い言葉である。本書を通じ、国

籍がないために直面するさまざまな困難を知ることができる。

　国籍がないための苦労。それは外国への旅行の難しさという制度上の問題に表れ、なにより自らのアイデンティ

ティの確立の難しさにも表れる。また無国籍で日本に暮らす多くの学生が就職活動でさまざまな困難に直面する

（著者はアメリカ留学の最中、無国籍のため国連への就職ができなかった）。

　研究者である著者は自らの研究についても紙幅の多くを割き、著者の調査によりさまざまな理由で無国籍とし

て暮らす各国の人々についても記され、その多様な背景を知ることができる。

　本書では著者はもとより無国籍の人々の苦労等が記されているが、全体的に暗いトーンではなく、著者の性格

故か、今後どのような展開になるのかと読者に期待させる雰囲気をもっている。

一般論として、「国籍」とは空気のようなものと著者は述べている。特定の国・地域に属する人々にとっては確

かに空気のようなものであろう。本書はこの空気のようなものを改めて個々人が考えるきっかけを与えてくれる

一冊である。（鴻森）

陳 天璽 著

新潮社 2005 年

1,470 円

 『無国籍』
ちん　てんじ

福住　有紗さん

　土曜日の子どもプロジェクトに参加しているボランティアの福住です。

子どもプロジェクトでは、違う国から来た子同士が日本語を使ってコミュ

ニケーションをしている場面を多く目にしてきました。彼・彼女らが話し

ている日本語は、どこかぎこちなさがあったりもするのですが、問題なく

お互いがとても楽しそうにしゃべっているのを見ると言葉はただの道具

で、話したい気持ちが大切なのだということを身にしみて感じました。日

本の学校では日本人のクラスメイトのしゃべる速度についてゆけず、落ち

込んでしまうという話も聞きますが、多文化共生センターで友人やボランティアと日本語をたくさんしゃべり、

まずは話す楽しさを感じ、自信を持ってもらいたいと思っております。

　私は、昨年 9 月にアイルランドのダブリンに旅行に行き、現地のバスツアーに参加しました。前歯が 1 本欠けた、

超早口のガイド兼ドライバーのおじちゃんは、説明の最中、隙あらばジョークを飛ばすのですが、参加者のテンショ

ンが低く、反応がありませんでした。最初の観光スポットに着き、バスを降りると、参加者同士色々と話しなが

ら歩きました。そこでわかったのですが、参加者のほとんどが英語を母国語としない旅行者だったのです。ガイ

ドさんもそれからはしゃべる速度を落としてくれました。ツアーは皆でウォーキングをしながら進み、他の参加

者とのおしゃべりもはずみました。

　慣れない言語で伝えなければならない時は若干の不安を感じてしまいますが、聞き手側にそのストレスへの理

解があると、しゃべることが恐ろしくなく、楽しいものに変わっていくことを実感しました。多文化共生センター

の中でも、子どもたちにもっともっとおしゃべりを楽しんでもらいたいと思います。……試験前以外は。
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　1 月 27日におこなわれた推薦入試と在京外国人枠入試でひと足早く合格した生徒に合格体験記を

書いてもらいました！

私の合格体験記

「私は 2012 年の 2 月に来日しました。それから

多文化フリースクールで日本語や英語や数学を

いっしょうけんめい勉強していました。また学校

ではミャンマー人が私一人でみんな外国人でした

のでとても困りました。しかし先生たちは夜おそ

い時間まで教えてくれたので、困るのもなくなっ

て上手になりました。

　私は 2013 年の 2 月 1 日に高校に合格しまし

た。合格する前に、私は毎日たぶんかフリースクー

ルで作文の勉強や面接の練習をやっていました。

また家に帰ってもその練習をやっていました。そ

れぞれをいっしょうけんめい勉強して高校入学試

験をうけました。

　私は試験うけに行く時とてもきんちょうをしま

した。しかし学校に着くと全部なくなりました。

先生たちもやさしい日本語で話してくれました。

そして作文を書く時間になってまたきんちょうし

たけれど作文のテーマがやさしかったのでよく書

けました。面接も先生たちはていねいに話してく

れたのでよくできて、私は高校に合格しました。」

ミャンマー出身　A くん　

【 ミャンマー語で 話す相手がいないため日本語の会話力がどんどんのびた A くん。

来日 1 年未満で日本語での 600 字の作文と面接で在京外国人枠入試に合格しました 】
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「私は英語の特別推薦のある高校に入りたかった

ですから、毎日日本語と英語の文法や発音や面接

を練習しました。その学校に一般推薦で入りたい

という気持ちもありましたから、朝から小論文や

面接や集団討論の面接もしました。でも残念なが

ら一般推薦が失敗で、特別推薦で入りました。

　試験一ケ月前、私はたぶんかフリースクールで

6 時間勉強することもありました。朝は小論文や

面接の勉強をしました。午後は英語、数学、国語

を勉強していました。そして夜間中学校に行って、

夜 9 時まで勉強していました。毎日大変疲れま

したが、合格できた時は疲れたことを全部忘れま

した。自分が入りたい高校に合格できて、とても

良かったと思いました。これからも前と同じよう

に、高校の勉強をがんばります。」

中国出身　M くん　

【フリースクールと夜間中学の両方で勉強していた M くんは、外国人枠ではない一般枠

で英語の特別推薦校を受検し、わずか 7 名の合格者のうちのひとりに選ばれました】

「私は高校に入学するためフリースクールでいっ

しょうけんめい面接や作文の練習を毎日しまし

た。たいへんだったけど、がんばりました。先生

方は私をたくさんたすけて、サポートをしてくれ

ました。

　朝の 10 時からフリースクールに来て、1 人の

先生と面接の練習をしました。それから毎日英語

のエッセイの勉強をしました。

　試験の時自信をもって、英語のエッセイを書き

ました。面接の時は私はとてもきんちょうしまし

た。でも先生方はやさしかったから、少しリラッ

クスして、上手に答えました。

　私は高校に入学して、とても幸せです。」

リトアニア出身　K さん

【エッセイは得意の英語でしたが、面接は日本語で挑戦し、在京外国人枠で合格しました】

「私は試験のとき、とてもきんちょうしていまし

た。でも、面接のときの質問は全部前に練習した

ものでした。だから、面接はぜんぜんきんちょう

しませんでした。でも、最後の質問は練習したこ

とがありませんでしたから、私はきんちょうして

しまいました。しかし、私は一生懸命笑顔で答え

ました。

試験の一週間後、合格発表がありました。試験の

ときよりきんちょうしました。私は心で合格でき

ますと思いました。私の番号がありました。私は

とてもうれしかったです。すぐ、両親に電話をし

ました。私はその後、先生に電話をしました。先

生はとてもよろこびました。私もうれしくなりま

した。

私は合格するために、たくさんの練習と笑顔と自

信を持つことが必要だと思います。」

中国出身　W さん

【エッセイ・面接ともに母語ではない英語で挑戦し、

3 倍近いの倍率を潜り抜け、在京外国人枠で合格しました。】
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　私は土曜日の午後、親子日本語クラスでボランティ

アをしています。親子日本語クラスには、主に小学生

の子どもたちと大人の 10 名ほどが毎週それぞれの目

的を持って来ています。教室では各人の目的に沿った

勉強をボランティアと一緒に行います。その内容はひ

らがなを覚えることから小学校の国語や算数、更には

生活言葉から風習などさまざまです。そしてほぼ毎月

のように新たに参加する人が来ます。初めて教室を訪

れる子は、表情が硬く、不安と緊張がうかがえます。

とても勉強に集中できる状況ではありません。その不

安を取り除き、緊張をほぐしてくれるのが先輩子ども

たちの作り出す教室の雰囲気です。勉強に集中する子、

大声で自分を主張する子、他の子にちょっかいを出す

子…自由（ほぼわがまま）と活気（ほぼ喧騒）が漂う

教室で、新たに加わった子どもの緊張がほぐれて笑顔

が見えた時には、「一つ壁を超えた」と感じます。

　この教室の雰囲気を三河島駅のホームからの景色に

感じたことがありました。夜、ホームから見える校舎

の灯りと質素で味わいある「多文化共生センター東京」

の文字が、何か引き付けられ、見惚れる景色を作り出

していました。今度、小台橋に移転することになり、こ

の旧真土小学校の３階の景色が消えてしまうことに寂

しさを感じますが、新たな小台橋での活動がどのよう

な景色を作り出してくれるのか楽しみでもあります。

（叶）

　「わぁー本物の学校だ。」、初めて三河島校舎を訪れ

た時の感想です。

　校門、校庭のトラック、給食室（跡）、階段、廊下、

そして教室…。それまでは 2ＤＫの賃貸住宅だっただ

けにその広さにただ感動しました。ミャンマーの姉弟

と教室のペンキ塗りをしたこと、子どもたちと引っ越

し荷物を運んだこと、つい昨日のことのようです。

廊下を走る音、騒ぎ声、「廊下は走らない！」、「静か

に！」、スタッフや先生の声。・・そう、誰もが思い浮

かべる、学校の姿がそこにありました。 本物に近い「学

校体験」は、中学校へ入れない子どもたちにとって、

かけがえのないプレゼントになりました。

　土曜日の活動も、校舎移転で、その幅を一気に広げ

ました。毎月の「ボランティア教室」、隣の教室では

小学生たちが学んでいます。終了後には、そのまま「学

習支援」を体験できます。教室に余裕があるからこそ

できることです。

ボランティアの待機場所もできました。以前は階段や

玄関先で立ったまま、「待遇改善」は歴然です。英語、

作文、面接など支援内容に応じて教室を分けること

もできるようになりました。

　 「たぶんか」が今のように活気あふれるものとなっ

ているのは、三河島校舎に移転できたことがやはり

大きいと思います。

 　その三河島校舎とも間もなくお別れです。レトロな

トイレ、薄暗い廊下、隙間風だらけの教室、感謝の気

持ちを込めて最後まで大切に使わせていただきます。

 　そして、4 月からは新校舎、交通の便の悪さなど心

配なこともありますが、それでも、「本物の学校」です。

新しい教室、新しい舞台で、子どもたちが楽しく、有

意義な「学校生活」を送れるよう、私 たちボランティ

アも気持ちを新たにがんばろうと思います。 （風間）
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　The school entrance exams which took place during the winter season are at an end, and soon it will be 

spring. In January, the Tokyo metropolitan referral entrance exam, and the entrance exam for foreign 

children living in Japan took place. And in February, the first entrance examinations for Tokyo Metropolitan 

High Schools were undertaken. In March when the 40th edition of 'Mingle' was published, there are the 

second examinations, and we will look forward to seeing 49 students from the Free School enter High 

school.

　Later in April, since the building of Matsuchi primary school in Mikawashima became too old, 

Multicultural Center Tokyo and Multicultural Free School will move to Odaihashi Primary school, a new 

school keeping in Arakawa ward. Please find more information regarding our move at the top of the page. 

　Although we will be moving home, we will still be operating in the exact same way. We hope to count 

on your support from our new home.

　弹指间，冬季的应试期间过去了，春天就快到来。在 1月份，有东京都立高中推荐式入学考试和东京都内

外国人特别招生考试。2月份有东京都立高中的第一次（前期）招生考试，本刊「みんぐる 40号」的发行期

3月份，也是东京都立高中的第二次（后期）招生考试。2012 年度多文化自由校有 49名学生将升入高中就读。

　并且 4月，多文化共生中心东京事务局和多文化自由学校本校，随着现在使用的三河岛的旧真土小学校校

舍的老化，本校将迁移到同样位于荒川区的旧小台桥小学的校舍里。关于新地址请参照本刊的首页。

　地方虽然换了 , 但是我们的团体会继续以往的活动，今后也请多多关照。

　受験シーズンだった冬を超え、もうすぐ春です。1月には都立推薦入試と在京外国人枠入試があり、2月

には都立の一次・前期試験、そしてこの「みんぐる 40 号」が発行された 3月には二次・後期試験があり、

2012 年度はたぶんかフリースクールから 49 名が高校に進学する予定です。

　そして 4月、多文化共生センター東京とたぶんかフリースクール本校は、現在使用している三河島の旧

真土小学校の老朽化にともない、同じ荒川区の旧小台橋小学校へ移転することになりました。新拠点につ

いては本紙のトップページをご参照ください。

　場所は変わりますが、これまでどおりの活動を続けていきますので、今後ともよろしくお願いします。
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